
電気�
61％�

石炭コークス�
15％�

都市ガス13％�

その他4％�
（重油、軽油、ＬＰＧなど）�

灯油7％�

エネルギー使用量��
9.62PJ�

（24.8万k  ）�

合計�
53.6万t-CO2

エネルギー起源CO2�
99%�
�

その他�1%�
  非エネCO2、CH4、�
  N2O、HFC、PFC、�
  SF6（� ）�

100

 CO2排出量（クボタ生産事業所）� CO2排出量（非生産事業所・グループ会社）�

2006年度を100とした場合のCO2排出原単位�
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※2003年度以降は非生産事業所およびグループ会社を集計範囲に加え、�
　対象事業所数を段階的に拡大しています。�
※本年度より、2003年12月に分社独立した住宅建材部門のCO2排出量を�
　除いており、その結果、1990年度および2003年度のCO2排出量が�
　過去に開示した値よりも小さくなっています。�

（熱量の単位 PJ=1015J）�

※上図の数値以外に太陽光発電量（5万kWh）があります。�

（年度）�

■ 総エネルギー投入量� ■ 温室効果ガス排出量� ■ 温室効果ガス排出量とCO2排出原単位の推移�

　国内における荷主としての貨物輸送量は4.1億トンキロで、その貨物輸送によるCO2排出量は4.6万t-CO2となりました。

また、物流CO2排出原単位は、前年度比で2％低減しました。�

　総エネルギー投入量は9.62PJでした。温室効果ガス

排出量は53.6万t-CO2で、1990年度比1％減、CO2排

出原単位は前年度比3％減となり、目標を達成しました。

これは、コンプレッサーの効率的運用、設備導入・更新

時における高効率機器の導入、塗装乾燥炉の灯油から

ガスへの燃料転換、サイクルタイムの短縮等の省エネル

ギー対策などによります。温室効果ガス排出量の99％

はエネルギー起源CO2です。�

　また、コージェネレーションによる自家発電量は209万

kWhで、廃熱を有効利用しています。�

 トラック�  船舶�  鉄道�

※2005年度以降はグループ会社を集計対象範囲に加えています。�

鉄道��
0.01��
（0.2%）�

鉄道��
0.01��
（0.2%）�

■ 貨物輸送量の推移� ■ 物流ＣＯ2排出量と排出原単位の推移�
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・CO2排出原単位（CO2排出量／内作生産高）……………………前年度比 1％削減�

・CO2排出量（クボタグループ総排出量） …………………………1990年度以下�

・物流CO2排出原単位（CO2排出量／輸送トンキロ）  ……………前年度比 1％削減�

 CO2排出量（クボタ）� CO2排出量（グループ会社）�

2006年度を100とした場合のCO2排出原単位�

「換算係数」の詳細は下記ホームページでご覧ください。�

http://www.kubota.co.jp/kubota-ep/index.html
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